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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。
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の
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に
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に
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〇
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し
て
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さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
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お
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ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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神幸所祭の神子舞奉奏（令和3年4月18日）

ご
　
挨
　
拶

ご
　
挨
　
拶

　

本
年
の
四
月
の
例
祭
及
び
諸
祭
事
は
、
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
も
例
年
通
り
無
事
賑
々
し
く
執
り

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
ご
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
で
す
が
、
例
年
に
比
べ
開
花
が
一
週
間
ほ
ど
早
く
五
月
二
十
日

よ
り
開
園
致
し
ま
し
た
。
本
年
は
生
育
が
順
調
で
昨
年
植
え
替
え
を
し
ま
し
た
苗
も
し
っ
か
り

と
根
を
張
り
、
近
年
に
は
な
い
美
し
い
花
々
が
咲
き
競
い
来
園
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
閉
塞
感
が
漂
う
な
か
花
は
何
よ
り
の
め
ぐ
み
で
、
本
当
に
癒
さ
れ

ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
我
国
は
ス
タ
ー
ト
で
出
遅
れ
ま
し
た
が
、

や
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、

感
染
者
数
は
一
進
一
退
で
、
「
コ
ロ
ナ
疲
れ
」
も
あ
り
緩
み
が
ち
で
す
。
世
界
の
例
を
見
ま
し
て

も
成
果
が
出
て
い
る
国
は
、
そ
れ
な
り
に
私
権
を
制
限
し
て
お
り
、
我
国
も
非
常
時
に
対
応
で
き

る
法
整
備
は
急
務
と
存
じ
ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息
を
お
祈
り
い
た
す
次
第
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ご
縁
を
頂
き
講
演
を
お
願
い
し
た
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
の
横
田
哲
也

さ
ん
（
め
ぐ
み
さ
ん
の
弟
）
の
父
、
滋
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
拉
致
問
題
は
政
府
や
被
害
者
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
各
種
関
係
団
体
の
長
年
に

亘
る
懸
命
な
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
に
解
決
の
糸
口
す
ら
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
運
動
も
長
期

化
の
中
で
無
力
感
や
閉
塞
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
な

く
て
は
進
み
ま
せ
ん
。
政
府
と
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
内
外
に
拉
致
被
害
者
即
時
帰
国
の
実
現
に

向
け
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
家
族
の
心
中
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
決
し

て
他
人
事
で
は
な
い
の
で
す
、
人
と
し
て
の
矜
持
を
正
す
覚
悟
を
持
ち
、
道
義
に
反
す
る
こ
と
は

許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
よ
り
当
社
で
進
め
て
い
ま
す
「
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念　

令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
記
念

事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
二
期
工
事
で
あ
り
ま
す
御
本
殿
の
お
屋
根
替
え
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
階
隠
（
階
段
上
の
屋
根
）
の
檜
皮
葺
作
業
が
終
了
し
、
御
本
殿
の
平
葺
き
作
業
を
行
う

た
め
の
野
地
板
の
補
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
予
定
通
り

本
年
十
一
月
十
日
㈬
に
は
本
殿
遷
座
祭
を
、
翌
十
一
日
㈭
に
は
本
殿
遷
座
奉
幣
祭
を
斎
行
で
き
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
、
格
別
の
ご
支
援
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

向
暑
の
砌
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

令
和
三
年
六
月
二
十
日
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〜
大
神
様
に
捧
げ
る

　
　
　
　
日
々
の
感
謝
の
こ
こ
ろ
〜

例例
祭祭
斎斎
行行

　

四
月
十
五
日
㈭
午
前
十
一
時
よ
り
、

末
社
塩
井
神
社
の
垢
離
祭
を
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
例
祭
を
斎
行
す
る

に
あ
た
り
神
職
を
始
め
舞
楽
人
が
身

を
清
め
る
為
の
塩
水
を
汲
む
お
祭
り

で
す
。

　

当
日
は
、
汲
み
上
げ
た
塩
水
を
ご

神
前
に
お
供
え
し
、
古
式
十
二
段
舞

楽
指
南
役
の
白
幡
富
幸
様
を
始
め
舞

楽
人
の
皆
様
が
ご
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

奉
仕
者
は
、
例
祭
期
間
中
、
汲
み
上

げ
た
塩
水
を
浴
槽
に
入
れ
潔
斎
を
行

い
心
身
共
に
清
め
ま
す
。

垢
離
祭
の
斎
行

　

四
月
十
七
日
㈯
午
前
十
時
よ
り
献
詠
祭
を

斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

献
詠
祭
は
、
大
神
様
に
和
歌
を
奉
納
し
歌

道
の
隆
昌
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
が
、
祝

詞
の
中
に
は
「
禍
神
の
心
も
和
め
」
と
い
う

言
葉
も
あ
り
、
例
祭
が
恙
無
く
執
り
行
わ
れ

る
よ
う
祈
願
す
る
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、「
絆
」・「
コ
ロ
ナ
」
の
二
つ
兼
題

で
募
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
氏
子
崇
敬

者
の
皆
様
か
ら
多
数
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
は
ご
神

前
に
お
供
え
し
、
祭
典
後
に
は
舞
殿
横
掲
示

板
に
て
皆
様
に
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 献

詠
祭
の
斎
行

　

四
月
十
七
日
㈯
午
前
十
時
よ
り
前
日
祭
を
執
り
行
い
、

翌
日
の
例
祭
が
恙
な
く
斎
行
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
一
般
的
に
は
宵
祭
り
に
あ
た
る
お
祭
り
で

す
。
当
社
で
も
、
以
前
は
宵
の
刻
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
宝
の
記
録
』
に
は
、

「
同
十
七
日
晩 

御
供 

今
晩
、
神
主
并
惣
神
役
人
参
籠
、

夜
、
神
楽
有
リ 

舞
楽
十
二
段
ノ
内
九
段
行
之
」
と
あ
り
、

宵
の
刻
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
元
来
、

神
様
は
常
に
社
殿
の
中
に
鎮
ま
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

祭
り
の
時
の
み
、
し
か
も
夜
間
に
来
臨
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
祭
り
の
前
晩
は
、

と
て
も
重
要
な
晩
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

前
日
祭
の
斎
行

　

四
月
十
七
日
㈯
午
後
二
時
よ
り
、
氏

子
入
り
奉
告
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

氏
子
入
り
と
は
、
同
じ
地
域
に
住
む

人
々
が
共
同
で
祀
る
神
様
（
氏
神
）
の

氏
子
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
本
年

は
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
お

子
様
や
嫁
入
り
・
婿
入
り
・
転
入
居
住

さ
れ
た
皆
様
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
当

社
の
氏
子
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
ご
神
前

に
奉
告
し
、
家
内
安
全
や
身
体
健
全
・

無
事
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

氏
子
入
り
奉
告
祭
の
斎
行

華やかな境内（4月18日）▲

塩井戸より塩水をいただきます▲

前日祭の神子舞奉仕者▲

玉串をお供えする皆様▲
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四
月
十
七
日
㈯
・
十
八
日
㈰
の
二
日
間
に

亘
り
、
例
祭
及
び
諸
祭
儀
・
神
賑
行
事
を
滞

り
な
く
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
例
祭
参
列
者
や
神
幸
祭
の
奉
仕

者
の
人
数
制
限
を
行
い
、
飲
食
を
伴
う
行
事

は
中
止
す
る
な
ど
新
型
感
染
症
の
感
染
防
止

に
努
め
、
無
事
賑
々
し
く
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

十
八
日
㈰
午
前
十
時
か
ら
は
例
祭
を
斎
行

し
、
国
家
の
安
泰
や
地
域
の
繁
栄
、
氏
子
崇

敬
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
午
後
二
時
か
ら
は
神
幸
祭
が
斎
行

さ
れ
、
勅
使
参
向
の
時
代
絵
巻
を
再
現
し
た
勅

使
行
列
や
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
っ
た
稚
児

の
行
列
が
参
道
を
華
や
か
に
飾
り
、
ま
た
拝
殿

前
の
舞
殿
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
十
二
段
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
、
神
子

舞
や
手
揉
み
茶
の
実
演
な
ど
規
模
を
縮
小
し
つ

つ
も
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
執
り
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

例
祭
の
斎
行

勅使役　絵本・造形作家　たたらなおき様▲稚児行列ご奉仕の皆様▲

神幸所へ向かう行列▲

例祭　参進▲

奉仕者の皆様▲

原
田
多
加
資

今

村

心

咲

天
野
友
珠
子

山

本

伊

織

内

藤

紗

弓

神
子
舞
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

指
南
役

奉
仕
者

森町指定無形民俗文化財神子舞（巫女舞）
　当社の巫女舞（御神楽）は、天正18年
（1590）の「遠州小國一宮天宮神領之事」
が初見で、400余年の伝統を誇ります。
　延宝6年（1678）の「配当帳」に「御
子　式部・蔵人・靱負・斎」とあり、す
でに近世初期には4人の舞となっていた
と記され、現在でもその形は継承されて
います。
　現在の指南役、原田多加資様は伝統文
化の継承に尽力されています。
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当
社
の
舞
楽
は
、
今
か
ら
約
一
三
〇
〇
年
前
の
飛
鳥
時
代
末
に
あ
た
る
大
宝
元
年
（
七
〇
一

年
）
に
天
皇
の
使
者
で
あ
る
勅
使
（
ち
ょ
く
し
）
が
当
社
に
遣
わ
さ
れ
た
際
に
、
現
在
の
森
町

一
宮
の
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
十
二
段
の
舞
楽
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
小
國
大
神
様
へ
誠
心
を
も
っ
て
奉
納
す
る
こ
と
を
本
義
と
し
「
遠
江
国
一
宮
小
國

神
社
古
式
舞
楽
保
存
会
」
が
組
織
さ
れ
、
指
南
役
や
師
匠
を
中
心
と
し
て
小
國
神
社
氏
子
青
年

会
の
協
力
の
も
と
保
存
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
の
十
二
段
舞
楽
は
、
四
月
十
七
日
㈯
・
十
八
日
㈰
の
二
日
間
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し

な
が
ら
の
奉
奏
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
番
の
連
舞
か
ら
十
二
番
獅
子
ま
で
の
演
目
全
て
を
、
例

年
通
り
無
事
に
奉
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

白

幡

富

幸

大

場
　

篤

天
野
智
加
志

大

場

詞

信

北

島

恵

介

内

藤

明

廣

鶴

見

俊

之

小

川

正

恭

鈴

木

章

夫

野

口

雅

人

石

橋

宏

高

小

林
　

隆

鈴

木

勝

幸

山

崎

隼

誠

藤

原

蒼

生

菅

沼

晃

弥

小

柳

陽

音

渡

辺

稀

介

鈴

木

慶

一

大

場

睦

基

両

角

温

真

朝
比
奈　

斉

天
野
大
易
慈

石

橋

宏

高

鈴

木

康

雄

山

本

辰

也

岩

瀬

公

紀

西

尾
　

享

成

瀬

満

雅

山

本
　

勉

下

原

健

史

内

藤
　

篤

鈴

木

章

夫

小

川

正

恭

白
幡
磨
佐
彦

栗

田

強

介

村
松
浩
一
郎

内

山

敬

浩

内

山

智

昭

鈴

木

聖

也

指
南
役

副
指
南
役

行
頭
　
衣
裳
方

楽
頭
　
行
事

楽

人

舞

人

衣
裳
方

稚

児

太
平
楽

色

香

安

摩

二
の
舞

陵

王

納
蘇
利

獅

子

古式十二段舞楽奉仕者御芳名
（敬称略）

古
よ
り
護
り
伝
え
る
伝
統
の

大
神
様
へ
捧
げ
る“

誠
の
心„

舞舞
楽楽

古
式
十
二
段
舞
楽
の
奉
納

十一番　納蘇利▲

四番　鳥の舞▲

奉仕者の皆様▲

太平楽太平楽

稚児舞稚児舞

小國神社 特殊神事芸能 古式十二段舞楽
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清浄な灯りをご神前に
㈱
小
倉
商
店　
　

森　

町

岡
野
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県

大
石
糀
店　
　
　

森　

町

㈱
丸
井
紙
店　
　

山
梨
県

大
沼
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
松
鶴　
　
　
　

森　

町

㈱
阿
部　
　
　
　

栃
木
県

常
陸
神
宝
㈱　
　

茨
城
県

春
日
屋
青
果
店　

袋
井
市

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

　
　

エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

袋
井
市

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

み
ど
り
写
真
館　

森　

町

㈱
長
谷
川
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県

京
都
奉
製
㈱　
　

京
都
府

宮
崎
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈱
三
愛
工
芸　
　

茨
城
県

㈱
三
永　
　
　
　

森　

町

リ
リ
ー
フ
㈱　
　

森　

町

倉
見
建
設
㈱　
　

森　

町

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

神
賑
わ
い
の
灯
り
雪
洞
献
燈

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
と
ま
ち
夢
小
径

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
久
米
吉

㈱
伸
孝

㈲
太
田
茶
店

㈱
ダ
イ
ゴ

㈱
青
木
恒
産

㈲
朝
比
奈
造
園

胡
祉
斎

㈱
鈴
木
建
装

友
誠

㈲
西
尾
工
務
店

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

松
田
歯
科
医
院

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱

　
　
　
　
　
　

森
町
工
場

㈲
ア
マ
ノ

㈱
太
雄
工
業

㈲
大
井
製
作
所

西
村
医
院

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川

烏
骨
鶏
苑

金
山
化
成
㈱

　
　
　
　

シ
ズ
オ
カ
工
場

大
同
D
M
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
山
本
環
境
整
備

㈱
菓
匠 

あ
さ
お
か

㈱
ツ
カ
モ
ト

野
口
園

松
浦
製
茶
㈱

㈲
富
士
鉄
工

㈱
八
幡
屋
茶
舗

松
ヶ
谷
診
療
所

㈲
政
和
電
気

遠
州
森
鈴
木
農
園
㈱

㈱
さ
の
や
会
館

　
　
　
　
　
　

あ
し
か
び

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

亀
山
鋹
男

小
國
神
社　

敬
神
婦
人
会

小
國
神
社　

氏
子
青
年
会

遠
州
み
も
ろ
焼

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木

浜
松
ロ
ー
ル
製
作

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
㈱

㈱
デ
イ
ト
ナ

旭
自
動
車

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｅ
遊
穂

㈲
北
島
電
気
工
業

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ

　
　
　
　

遠
中
サ
ー
ビ
ス

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈱
一
宮

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

㈲
今
泉
土
木

か
ね
と
よ
㈱

加
藤
修
・
孝
尚
事
務
所

田
中
屋
酒
店

㈱
ア
イ
ム
フ
ァ
イ
ン

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松

㈲
エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場

マ
ル
ミ
塗
装

日
本
工
機
㈱

清
水
商
店

暁
雲
窯

真
田
の
森

鈴
木
土
建
㈱

cafe

も
り
ま
ち

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

タ
カ
ヤ
ナ
ギ

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸

高
柳
米
穀
店

髙
木
建
築

㈲
遠
州
ボ
デ
ー

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房

　

フ
ロ
レ
ス
タ
フ
ァ
ブ
リ
カ

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ

㈲
萩
原
造
園

さ
く
ら
水
道

㈲
タ
カ
ギ
商
会

㈲
渡
辺
防
水
工
事

鈴
伍
酒
店

㈲
す
ず
き
工
業

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ

遠
州
中
央
農
協

　
　
　
　
　
　

園
田
支
店

森
の
び
よ
う
し
つ

㈱
関
東
甲
信
ク
ボ
タ

　
　
　
　

遠
州
森
営
業
所

㈲
多
米
建
設

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱

美
容
室
た
け
し
の
店

一
ノ
宮
郵
便
局

㈲
栄
産
業

入
鹿
ハ
ム

㈲
金
原
石
油

花
ぎ
ょ
う
ざ

㈱
家
本
工
務
店

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

建
機
工
業
㈱

カ
ル
ト
㈱

鈴
木
美
容
院

乗
松
刃
物

な
か
ね
美
容
室

楽
酒
処 

駿

東
京
理
容

工
房
Ｈ
Ａ
Ｌ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　

パ
ス
ト
ラ
ー
レ

㈲
共
栄
土
建

豊
一
商
店

㈱
日
本
温
装
工
業

㈲
石
田
茶
店

㈱
袴
田
製
作
所

　
　
　
　
　
　

森
町
工
場

㈲
鈴
木
次
郎
商
店

百
々
や

栗
田
商
店

中
井
商
事
㈱
森
工
場

清大
前
を
照
ら
す
御
神
燈
献
燈

　

本
年
の
例
祭
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
よ
り
、
御
神
燈
と
雪
洞
を
献
燈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

灯
り
に
は
元
来
「
火
」
が
つ
き
も
の
で
「
火
」
は
清

め
祓
い
に
用
い
る
清
浄
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
私
た
ち
の
祖
先
は
「
火
」
そ
の
も
の
が
諸
霊
を

呼
び
込
む
も
の
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

大
前
に
灯
り
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
、
照
明
と
し
て

の
意
味
と
、
ご
神
域
を
清
浄
に
整
え
る
二
つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
御
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

浄
な
灯
り
を
ご
神
前
に

ご　
　

し
ん　

 

と
う
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公益社団法人 大日本報徳社 社長 鷲山恭彦

特別寄稿

万象具徳 以徳報徳
―建立された二宮金次郎像に想う―

　
小
林
健
さ
ん
が
小
國
神
社
に
二
宮
金
次
郎

の
石
像
を
奉
納
さ
れ
た
。
浜
松
を
中
心
に
造

園
、
植
栽
、
盆
栽
な
ど
の
お
仕
事
を
さ
れ
、

一
十
園
や
植
木
市
場
を
経
営
さ
れ
て
お
ら
れ

る
。
六
百
の
村
を
飢
餓
と
貧
困
か
ら
救
っ
て

農
村
を
再
興
し
た
二
宮
尊
徳
に
、
小
林
さ
ん

は
日
本
人
の
魂
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
人
生
の

導
き
を
得
て
来
ら
れ
た
と
い
う
。
奉
納
さ
れ

た
の
は
、
本
を
片
手
に
前
方
を
見
つ
め
る

凛
々
し
い
金
次
郎
像
で
あ
る
。
「
遠
き
を
は

か
る
」
そ
の
眼
差
し
に
惹
か
れ
る
と
い
う
。

小
國
神
社
の
門
前
に
新
た
に
建
立
さ
れ
、
三

月
十
八
日
、
清
祓
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
二
宮
金
次
郎
像
は
、
門
前
の
右
側
に
建
立

さ
れ
た
。
左
側
は
「
敬
神
崇
祖
」
の
碑
で
あ

る
。
こ
の
碑
を
書
か
れ
た
方
の
お
名
前
を
聞

い
て
驚
い
た
。
杭
迫
柏
樹
さ
ん
で
あ
る
。
高

名
な
書
家
で
あ
る
の
は
も
と
よ
り
だ
が
、
何

よ
り
驚
い
た
の
は
、
尊
徳
の
報
徳
思
想
と
の

御
縁
で
あ
る
。

　
杭
迫
さ
ん
の
実
家
、
森
町
の
山
中
家
は
、

尼
子
家
の
忠
臣
・
山
中
鹿
之
助
を
先
祖
に
も

つ
と
い
う
が
、
明
治
時
代
、
遠
州
に
報
徳
思

想
が
広
が
っ
た
時
、
地
域
興
し
の
先
頭
に

立
っ
た
の
が
、
山
中
家
か
ら
出
た
新
村
里

助
・
小
野
江
善
六
・
伊
藤
七
郎
平
の
三
兄
弟

で
あ
る
。
遠
州
報
徳
運
動
を
牽
引
し
、
農
村

の
立
て
直
し
に
大
き
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
。

　
磐
田
の
報
徳
館
に
は
、
伊
藤
七
郎
平
の
顕

彰
碑
が
あ
る
。
私
の
祖
父
の
恭
平
は
、
伊
藤

七
郎
平
の
業
績
を
残
そ
う
と
評
伝
を
書
き
、

顕
彰
碑
も
建
て
た
。
字
は
書
道
の
国
定
教
科

書
を
書
い
た
日
高
秩
父
で
あ
る
。
日
高
秩
父

が
見
附
に
書
き
に
来
ら
れ
た
時
の
こ
と
、
牛

が
へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
顕
彰
碑
を
運
ん

で
来
た
日
の
こ
と
な
ど
、
母
は
子
供
の
頃
の

思
い
出
と
し
て
、
私
に
語
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
あ
る
。

　
そ
ん
な
過
去
も
蘇
っ
て
、
歴
史
が
生
き
生

き
と
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
を
覚
え
た
。
そ

れ
が
現
代
と
結
び
つ
き
、
新
し
い
縁
を
生
ん

で
歴
史
を
創
造
し
て
行
く
の
だ
と
思
う
。

　
大
自
然
の
中
に
佇
む
小
國
神
社
に
は
自
然

の
霊
気
が
た
だ
よ
い
、
金
次
郎
像
と
共
に
大

自
然
の
悠
久
に
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

二
宮
尊
徳
に
は
万
象
具
徳
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
徳
が
具
わ
っ
て
い

る
と
い
う
考
え
方
で
、
こ
れ
は
神
道
の
八
百

万
の
神
々
に
由
来
し
て
い
る
。
明
治
以
来
の

い
わ
ゆ
る
国
家
神
道
は
勇
ま
し
す
ぎ
て
苦
手

だ
が
、
日
本
古
来
の
自
然
神
道
は
胸
に
か
っ

ち
り
収
ま
る
。
ま
さ
に
日
本
人
の
心
で
あ
る
。

　
尊
徳
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
が
宿
る
自

然
神
道
を
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
徳
が
宿
る
と

し
て
「
万
象
具
徳
」
に
転
換
し
た
。
そ
し
て

こ
の
徳
に
対
し
て
徳
で
報
い
よ
と
「
以
徳
報

徳
」
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
尊
徳
の
思
想
は
、
「
積
小
為
大
」
「
一
円

融
合
」
を
説
き
、
「
至
誠
・
勤
労
・
分
度
・

推
譲
」
の
実
践
、
「
天
道
と
人
道
」
「
道
徳

と
経
済
」
の
良
き
関
係
構
築
な
ど
、
多
彩
で

遠
き
を
は
か
る

万
象
具
徳

以
徳
報
徳

敬
神
崇
祖
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あ
る
。

　
そ
の
中
で
、
「
万
象
具
徳
・
以
徳
報
徳
」

は
、
人
と
世
界
の
関
係
の
基
本
を
示
す
。
し

か
も
実
践
的
で
あ
る
。
机
に
も
箸
に
も
、
あ

の
子
に
も
こ
の
子
に
も
、
み
ん
な
徳
が
具

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
徳
に
徳
で
応
え
よ
と
い

う
。
徳
と
は
何
か
。
こ
れ
も
大
き
な
課
題
だ

が
、
さ
し
あ
た
り
長
所
、
取
柄
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
自
分
の
徳
で

報
い
る
の
で
あ
る
。

　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
頃
か
ら
こ

の
考
え
に
馴
染
め
ば
、
い
じ
め
は
ず
っ
と
少

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
大
人
に
は
、
徳

と
は
何
か
の
課
題
で
あ
る
。
知
識
が
あ
っ
て

も
、
徳
が
あ
る
と
は
言
わ
れ
な
い
。
知
識
が

知
恵
に
な
り
そ
の
人
の
個
性
と
ど
う
結
び
つ

く
の
か
。
徳
は
一
生
の
課
題
で
あ
る
。

　
金
次
郎
の
負
薪
読
書
像
は
、
大
恐
慌
が
起

き
た
昭
和
初
期
か
ら
地
域
の
人
々
の
手
で
日

本
各
地
に
造
ら
れ
始
め
た
。
今
で
は
歩
き
ス

マ
ホ
を
推
奨
す
る
よ
う
で
良
く
な
い
な
ど
と

揶
揄
さ
れ
る
が
、
親
た
ち
は
当
時
、
本
を
読

む
金
次
郎
に
精
神
的
・
道
徳
的
向
上
心
を
、

薪
を
背
負
う
姿
に
生
活
と
経
済
安
定
へ
の
刻

苦
精
励
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
に
か
く
あ
れ

か
し
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
像
の
肝
は
、
足
を
前
に
踏
み
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
実
践
第
一
を
現
わ
す
。

杭
迫
柏
樹
さ
ん
は
、
現
在
、
「
知
行
合
一
」

の
王
陽
明
を
研
究
さ
れ
て
い
る
。
書
の
世
界

で
尊
徳
の
流
れ
を
継
い
で
お
ら
れ
る
。
そ
し

て
「
花
は
野
に
あ
る
よ
う
に
、
書
は
暮
ら
し

の
中
に
」
と
言
わ
れ
る
。
書
が
家
庭
や
職
場

か
ら
消
え
て
久
し
い
。
展
覧
会
中
心
主
義
に

よ
っ
て
芸
術
性
が
重
視
さ
れ
た
か
ら
だ
。
美

の
鑑
賞
だ
け
で
な
く
、
生
き
る
足
し
に
な
る

ど
ん
な
言
葉
が
書
い
て
あ
る
か
も
重
要
だ
と

言
わ
れ
る
。
大
切
な
提
言
で
あ
る
。

　
大
洪
水
、
異
常
気
象
、
環
境
破
壊
は
、
尊

徳
流
に
い
え
ば
、
歪
ん
だ
人
道
が
天
道
ま
で

歪
め
た
結
果
で
あ
る
。
植
栽
、
盆
栽
の
仕
事

を
通
じ
て
小
林
健
さ
ん
は
、
自
然
と
共
存
か

ら
生
ま
れ
る
営
み
の
大
切
さ
を
身
に
し
み
て

感
ず
る
と
い
う
。

　
主
体
と
客
体
関
係
か
ら
全
て
を
導
く
西
欧

思
想
は
、
客
体
を
解
明
し
て
科
学
を
発
展
さ

せ
た
が
、
客
体
の
支
配
が
主
要
関
心
事
で
、

美
し
さ
も
左
右
対
称
や
均
斉
な
ど
人
間
の
創

り
出
し
た
合
理
的
美
が
追
求
さ
れ
る
。

　
し
か
し
自
然
と
対
話
す
る
盆
栽
は
、
共
存

と
共
栄
の
世
界
で
あ
る
。
ま
さ
に
八
百
万
の

神
々
の
個
性
豊
か
な
世
界
で
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
神
が
宿
り
、
徳
が
宿
る
。
小
林
さ
ん
は

人
間
の
営
み
に
大
自
然
を
ど
う
取
り
入
れ
る

か
が
課
題
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の

生
き
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
モ
ダ
ン
を
ど
う

乗
り
超
え
て
い
く
か
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
よ

う
に
西
欧
思
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
は
な

い
。
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
思
想
は
、
尊
徳
な

ど
の
プ
レ
・
モ
ダ
ン
の
思
想
を
、
モ
ダ
ン
の

立
場
か
ら
い
か
に
摂
取
、
転
換
し
て
今
に
生

か
す
か
で
は
な
い
の
か
。

　
小
國
神
社
の
門
前
の
小
林
健
さ
ん
、
杭
迫

柏
樹
さ
ん
の
想
い
に
は
、
思
想
、
芸
術
、
社

会
、
実
践
を
巡
っ
て
、
近
く
を
固
め
、
遠
き

を
は
か
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
思
想
が
内
包

さ
れ
て
い
る
。

鷲山恭彦

プロフィール
公益社団法人
大日本報徳社 社長

1943年　掛川市土方村生
1970年　東京大学大学院修了
　　　　新潟大学教養部講師
1975年　東京学芸大学教育学部講師
1993年　東京学芸大学教育学部教授
2003年　東京学芸大学学長
2010年　奈良教育大学理事
　　　　大学評価・学位授与機構評価研究部客員教授
2018年　大日本報徳社社長

実
践
第
一

天
道
と
人
道
の
融
合
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は
な
し
ょ
う
ぶ
園

五
月
二
十
日
㈭
〜
六
月
十
三
日
㈰

翠映（5月23日）▲

宇宙（5月31日）▲咲き揃う花しょうぶの花々（5月30日）▲

爪紅（5月23日）▲初紅（5月23日）▲

紫衣の誉（5月31日）▲花しょうぶまつり（6月6日）▲

すいえい

う ちゅう

つまべに

し　 い ほまれ

はつべに

開園
期間

一
宮

の
ご
報
告



遠
江
国
一
宮 

小
國
神
社

〜
一
宮
と
云
わ
れ
る
所
以
〜

一
宮
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か

　

歴
史
学
者
で
あ
る
井
上
寛
司
氏
を
中
心
と

し
て
発
足
し
た
一
宮
研
究
会
の
『
一
宮
制
度

の
研
究
』
に
よ
り
ま
す
と
、
一
宮
と
は
、
そ

の
国
の
神
社
の
中
で
最
も
信
仰
が
篤
く
勢
力

が
強
い
神
社
の
こ
と
を
い
い
、
十
一
世
紀
か

ら
十
二
世
紀
初
め
に
か
け
て
神
社
の
歴
史
や

伝
統
、
国
ご
と
の
条
件
が
規
程
さ
れ
な
が
ら

成
立
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
平
安
時
代
の
後

期
よ
り
全
国
的
に
一
宮
制
度
が
広
ま
り
始
め
、

鎌
倉
時
代
に
な
り
ま
す
と
幕
府
に
よ
っ
て
体

系
化
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
国
々
で
成
立
し
ま

し
た
。

　

こ
の
一
宮
制
度
の
発
生
に
は
、
様
々
な
説

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
律
令
制
度
の
変
化
に

伴
っ
て
生
ま
れ
た
き
た
も
の
で
あ
り
、
民
衆

の
篤
い
崇
敬
を
背
景
に
国
司
の
任
務
で
あ
る

任
国
内
神
社
の
祭
祀
執
行
に
あ
た
り
便
宜
上

序
列
化
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

小
國
神
社
は
、
い
つ
か
ら
一
宮
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

　

当
社
が
一
宮
と
し
て
初
め
て
記
録
に
現
れ

る
の
は
鎌
倉
時
代
の
文
暦
二
年
（
一
二
三

五
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
鎌
倉
遺
文
』
で
す
。

こ
の
文
献
に
は｢
当
国
鎮
守
小
國
一
宮｣

と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
安
時
代
末
期
の
永
万
元
年
（
一

一
六
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
神
祇
官
諸
社
年

貢
注
文
』
の
中
に
は
「
遠
江
国　

小
國
社　

八
丈
絹
五
疋
進
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
に

な
る
と
律
令
制
度
が
衰
退
し
神
祇
官
の
経
済

が
破
綻
し
た
た
め
各
国
の
有
力
神
社
か
ら
年

貢
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、

遠
江
国
で
は
小
國
神
社
だ
け
が
神
祇
官
へ
年

貢
を
納
め
る
社
と
な
り
八
丈
絹
五
疋
を
納
め

た
と
い
う
内
容
で
す
。

　

し
か
し
、
年
貢
注
文
を
見
ま
す
と
他
の
国

に
は
一
宮
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

小
國
社
に
は
ま
だ
一
宮
と
は
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
宮
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

初
期
の
間
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
安
時
代
、
律
令
（
法
律
）
の
詳
し
い
運

用
規
則
の
制
定
が
必
要
と
さ
れ
、『
弘
仁
格

式
』『
貞
観
格
式
』『
延
喜
格
式
』
が
編
纂
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
格
式
と
は
律
令
条
文
の
改

正
及
び
追
加
法
令
と
施
行
細
則
を
意
味
す
る

法
典
で
す
。
こ
の
格
式
の
中
で
、
今
日
ま
で

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は

『
延
喜
式
』
だ
け
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
『
延
喜
式
』
は
、
醍
醐
天
皇
の
命
に

よ
り
編
纂
さ
れ
延
長
五
年
に
完
成
し
た
法
典

で
全
五
十
巻
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
律

令
官
制
の
二
官
八
省
の
役
所
ご
と
に
配
分
さ

れ
、
規
定
の
内
容
が
微
細
な
事
柄
に
及
ぶ
た

め
、
日
本
古
代
史
の
研
究
に
不
可
欠
な
文
献

で
あ
り
神
社
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
、
と
て

も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
が
神
祇
官
関

係
の
式
に
あ
た
り
『
神
祇
式
』
と
い
い
ま
す

が
、
こ
の
中
の
神
名
帳
は
当
時
の
官
社
で
あ

る
二
千
八
百
六
十
一
社
（
天
神
地
祇
三
千
百

三
十
二
座
）
の
一
覧
表
で
あ
り
、
祈
年
祭
の

班
幣
（
毎
年
二
月
の
祈
年
祭
に
神
祇
官
よ
り

各
神
社
の
祝
部
に
幣
帛
（
供
物
）
を
授
け
た

こ
と
を
い
い
ま
す
）
に
預
か
る
神
社
を
国
別

に
記
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
た
神
社
は
「
式

内
社
」
と
呼
ば
れ
、
由
緒
あ
る
神
社
と
し
て
、

ま
た
一
種
の
社
格
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

当
社
も
、
こ
の
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
た
式

内
社
に
該
当
し
ま
す
。

11

延
喜
式
と
は
何
で
し
ょ
う

は
ち
じ
ょ
う
き
ぬ
ご
ひ
き
た
て
ま
つ
る

は
ん   

ぺ
い

は
ふ
り
べ
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一 

宮 

荘 

の 

成 

立

　

遠
江
国
の
中
で
一
番
初
め
に
記
録
に
現
れ

る
神
社
は
小
國
神
社
で
す
。
そ
れ
は
、
平
安

時
代
の
初
め
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
に
従
五

位
下
の
神
階
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
『
続
日

本
後
紀
』
の
記
述
で
す
。

　

律
令
制
度
の
衰
退
に
伴
い
平
安
中
期
以
降

は
、
式
内
社
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
り
実
態
も
わ
か
ら
な
い
状
態
と
な
り

ま
す
。　

　

そ
の
後
、
式
内
社
が
復
活
す
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
の
発
展
に

よ
り
、
式
内
社
の
研
究
が
始
ま
っ
て
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
江
戸
時
代
以
降
に
推
定
し
た
神

社
が
多
く
、
当
社
の
よ
う
に
社
名
も
変
わ
ら

ず
に
古
代
以
来
続
い
て
い
る
神
社
は
極
め
て

少
な
い
の
で
す
。

社 

名 

の 

意 

味

　

当
社
の
社
名
で
す
が
、
『
延
喜
式
』
に
よ

り
ま
す
と
「
小
國
神
社
」
と
あ
り
、
「
ヲ
ク

ニ
ノ
」
と
ル
ビ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
古
か
ら
小
國
神
社
と
書
い
て
ヲ
ク
ニ

（
の
）
カ
ム
ヤ
シ
ロ
と
呼
ぶ
の
が
基
本
で

あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

他
に
は
小
國
神
や
小
國
天
神
、
中
世
以
降

に
は
一
宮
や
小
國
大
明
神
、
事
任
社
、
小
國

一
宮
事
任
鹿
苑
神
社
、
一
宮
小
國
鹿
薗
大
菩

薩
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
小
國
」
は
古
典
に
し
ば
し
ば
登

場
し
、
古
代
に
お
け
る
「
聖
地
」
を
示
す
表

現
「
初
瀬
小
国
」
（
奈
良
県
桜
井
市
の
三
輪

山
を
起
点
と
す
る
初
瀬
川
沿
い
）
と
い
う
言

葉
に
由
来
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
山
か
ら
流

れ
る
清
ら
か
な
川
沿
い
の
谷
間
」
と
い
う
地

形
的
特
徴
を
示
す
と
と
も
に
「
神
を
祀
る
聖

地
」
あ
る
い
は
「
神
を
祀
る
清
ら
か
な
場

所
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

当
社
が
鎮
座
す
る
地
も
ま
た
、
本
宮
山
か

ら
流
れ
る
清
ら
か
な
川
沿
い
の
谷
間
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
特
徴
に
も
良
く
合
致
し

ま
す
。
古
代
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
清
々

し
く
幽
玄
な
空
間
に
霊
性
を
見
出
し
て
い
ま

し
た
。

　

一
宮
荘
と
い
う
荘
園
の
名
前
が
初
め
て
登

場
す
る
の
は
南
北
朝
時
代
の
正
平
七
年
（
一

三
五
二
）
の
記
録
に
足
利
尊
氏
が
筑
前
の
守

護
で
あ
る
少
弐
資
経
に
一
宮
荘
な
ど
を
相
伝

す
る
こ
と
を
安
堵
し
た
文
書
（
「
静
岡
県

史
」
資
料
編
６
、「
町
史
」
二
）
が
あ
り
ま
す
。

　

律
令
制
度
が
弛
緩
し
中
央
集
権
国
家
の
機

能
が
衰
え
て
き
ま
す
と
、
貴
族
や
社
寺
は
収

入
を
維
持
す
る
た
め
に
私
有
地
を
確
保
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
荘
園
で
あ
り
小
國
神
社
の
周
辺
に

も
沢
山
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
中
に

「
一
宮
荘
」
が
あ
り
ま
す
。

　

成
立
の
時
期
や
経
緯
、
領
主
な
ど
は
不
明

で
す
が
、
恐
ら
く
小
國
神
社
が
領
主
で
あ
り
、

当
社
が
一
宮
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
成
立
し
た
も
の
で
間
違
い
な
い
と
考
え

ま
す
。

平安時代前期　遠江国内の神社に関する記録
八
四
〇

八
五
〇

　

同
八
五
二

八
五
三

八
六
〇

八
六
二

八
六
四

八
六
五

八
六
六

八
六
七

八
七
三

八
七
四

　

同

　

同
八
七
八

八
八
九

九
二
七

西　

暦

承
和　

七
年　

六
月
二
十
四
日

嘉
祥　

三
年　

七
月　

十
一
日

　
　
　

同
年　

八
月　
　

三
日

仁
寿　

二
年
閏
八
月　
　

五
日

  

同　

  

三
年
十
一
月
二
十
七
日

貞
観　

二
年　

正
月
二
十
七
日

  

同　

  

四
年　

五
月　
　

一
日

  

同　

  

六
年　

三
月
二
十
三
日

  

同　

  

七
年　

五
月　
　

八
日

  

同　

  

八
年
十
二
月
二
十
六
日

  

同　

  

九
年　

十
月　
　

五
日

  

同  

十
五
年　

九
月
二
十
七
日

  

同  

十
六
年　

二
月
二
十
三
日

　
　
　

同
年　

五
月　
　

十
日

　
　
　

同
年　

五
月　

十
一
日

元
慶　

二
年　

九
月　

十
六
日

寛
平　

元
年
十
二
月
二
十
五
日

延
長　

五
年

年　
　

月　
　

日

小
國
天
神・矢
奈
比
売
天
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
続
日
本
後
紀
）

任
事（
己
等
乃
麻
知
）神・鹿
苑
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る

（
文
徳
実
録
）

浜
名
湖
口
の
開
通
を
祈
る
た
め
に
角
避
比
古
神
を
官
社
と
す
る（
同
）

息
神
に
従
五
位
下
を
授
け
、同
十
三
日
、官
社
と
す
る（
同
）

敬
満
神
霊
を
名
神
と
す
る（
同
）

敬
満
神
に
正
四
位
下
を
、茢
原
河
内
神・小
國
神・鹿
苑
神
に
従
四
位

下
を
矢
奈（
比
）売
神・（
己
等
之
）真
知
乃
神
に
正
五
位
上
を
授
け
る

（
三
代
実
録
）

曾
許
乃
御
立
神・賀
久
留
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

筑
紫
対
馬
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

淡
海
石
井
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

蟾
渭
神・鳥
飼
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

鴨
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

伊
古
奈
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

苅
原
河
内
神・小
國
神
に
従
四
位
上
を
授
け
る（
同
）

岐
気
保
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
類
聚
国
史
）

浦
太
神・白
伊
大
刀
自
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
同
）

真
蘇
原
神・赤
尾
神・渋
垂
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る（
三
代
実
録
）

雄
神
に
正
四
位
下
を
授
け
る（
日
本
紀
略
）

『
延
喜
式
』完
成
。全
国
の
神
社（
式
内
社
）を
網
羅
す
る

記　
  　

　

事　

（　

出　
　
　

典　

）

千
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
社
名

は
つ
　 

せ
　 

お
く
　  

に



一
宮
と
云
わ
れ
る
所
以

田 
遊 
び 
神 

事 

の 

詞 

章

　

鎌
倉
時
代
中
期
頃
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
と

伝
わ
る
「
田
遊
び
」
で
は
、
当
社
を
遠
江
国

の
一
宮
と
位
置
づ
け
る
詞
章
が
あ
り
ま
す
。

　

七
番
の
「
種
蒔
き
」
で
は
、
「
東
を
大
井

川
、
南
は
海
、
西
は
境
川
、
北
は
信
濃
」
と

大
き
な
声
で
唱
え
な
が
ら
籾
種
を
蒔
き
ま
す
。

こ
れ
は
遠
江
国
内
の
平
安
と
豊
作
を
祈
り
、

国
境
よ
り
悪
い
も
の
を
追
い
払
う
唱
え
言
葉

を
す
る
こ
と
に
よ
り
遠
江
国
一
宮
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
八
番
の
「
祝
詞
」
の
中
に
は
「
遠
江

者 

十
三
群 

当
国
乃
氏
神 

小
國
一
宮
事
任
神

社
」
と
い
う
詞
章
が
あ
り
ま
す
。
神
社
の
名

称
は
小
國
神
社
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
一
宮

と
も
事
任
と
も
い
う
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
小
國
」
と
「
一
宮
」
は
常
に

対
に
な
っ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

吉
田
神
道
の
流
れ
を
汲
む
橘
三
喜
は
、
元

禄
時
代
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
諸
国
一
宮

を
巡
拝
し
ま
す
。

　

橘
三
喜
の
記
し
た
『
一
宮
巡
詣
記
』
に
よ

る
と
、
「
荒
居
の
番
所
よ
り
一
里
の
船
渡
し

舞
阪
、
ま
ん
ご
う
村
、
笠
原
、
高
塚
、
池
田

の
宿
よ
り
一
宮
へ
入
り
、
大
海
村
、
山
梨
村

な
ど
通
り
、
五
里
余
り
過
ぎ
、
神
主
小
國
弾

正
所
に
至
る
。
九
日
、
神
主
案
内
に
て
社
参

す
。
此
社
は
山
深
く
木
立
物
ふ
り
て
か
う
か

う
し
、
巳
刻
一
宮
を
出
、
山
梨
村
を
通
り
、

袋
井
の
町
に
出
る
。
掛
川
を
過
ぎ
て
日
坂
町

に
留
る
。
八
幡
神
主
榛
屋
備
前
采
女
來
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
の
人
々
も
遠

江
国
一
宮
と
い
え

ば
小
國
神
社
で
あ

る
と
い
う
認
識
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

そ
の
長
き
に
わ

た
る
信
仰
の
中
心

に
あ
っ
た
の
は
小

國
の
神
が
降
臨
さ

れ
た
地
と
伝
わ
る

本
宮
山
で
す
。

　

本
宮
山
か
ら
は
一
宮
川
を
始
め
多
く
の
川

が
流
れ
平
野
部
の
耕
地
を
潤
し
て
お
り
、
里

の
農
耕
に
携
わ
る
人
々
に
は
神
の
寄
り
い
ま

す
山
と
仰
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

里
に
生
き
る
人
々
は
、
本
宮
山
よ
り
流
れ

出
た
水
の
恵
に
よ
り
農
耕
を
し
、
海
に
生
き

る
人
々
は
本
宮
山
を
「
当
て
山
」
と
し
て
自

ら
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
漁
を
行
い
生
活

し
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
小
國
の
神
は
、
遠
江
の
国
を

一
望
で
き
る
本
宮
山
を
信
仰
の
拠
り
所
と
し

て
、
国
土
の
豊
穣
神
や
遠
江
国
の
守
護
神
と

も
意
識
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、

小
國
神
社
が
遠
江
国
一
宮
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
き
た
所
以
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

13

小國神社関係・「一の宮」の記録

文暦 2
建武 3
正平 6
正平 7
至徳 4
応永31
正長元
永享 4
文明17
天文12

天正 3

慶長 8
延宝 8

貞享 2
元禄10
正保 2
元文 3

寛政11
享和 3
慶応 4

不明

和　暦

1235
1336
1351
1352
1387
1424
1428
1432
1485
1543

1575

1603
1680

1685
1697
1712
1738

1799
1803
1867

西 暦

鎌倉遺文（『町史』2）
筑紫古文書追加（同上）
大日本古文書（同上）
筑紫古文書追加（同上）
大般若経奥書（同上）
大般若経奥書（同上）
崇信寺文書（同上）
御前落居記録（同上）
血脈集（同上）
今川義元判物（同上）

武徳編年集成

一宮縁起（同上）
遠州周智郡一宮記録
（『町史』三）
諸社一覧
一宮巡詣記
和漢三才図会
遠州一宮御神宝
御入用目録見帳
遠江国風土記伝
遠江国古跡図絵
総社或問

巡礼旧神詞記

出　　　典

当国鎮守小國一宮
遠江国一宮太田郷内一藤名
とうたうミのくに一のミや
遠江国一宮庄
遠州一宮庄内蓮花寺安養寺
遠州一宮庄内天満宮
遠州路一宮庄大洞禅庵
遠江国一宮庄代官職
遠州一宮荘ハ子大祢宜大郎左衛門
遠江国一宮庄之内、金胎両部之
一社天宮事
（小）国ハ当国一ノ宮也。小國一宮
鹿薗大菩薩社頭一宇
小國一宮鹿薗大菩薩
周智郡一宮小國神社

奉崇小国一宮
一宮周智郡事任社
一宮事任大明神、在周智郡一宮村
遠州一宮神主鈴木弾正

（一之宮）所謂式内の小國神社なり
一之宮は当国一の大社宮城村に有
小國神社とある社今も一宮郷、
一宮村にありて慥に称す。
一宮小国大明神

記　　　事



社
頭
動
静

12

御本殿前でお参りする参列者▲

▲神札や菖蒲を授与します

▲祭典後挨拶をする宮司

ご神前に新茶をお供えします▲

　

三
月
十
七
日
㈬
午
前
九
時
よ
り
初
甲
子
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

甲
子
の
日
は
、
十
干
十
二
支
の
最
初
の
干

支
で
、
当
社
の
ご
祭
神
大
己
貴
命
（
お
お
な

む
ち
の
み
こ
と
）
が
「
国
作
り
」
を
始
め
ら

れ
た
吉
日
と
さ
れ
、
六
十
日
に
一
度
巡
る
そ

の
日
は
ご
縁
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
初
甲
子
祭
は
、
特
に
御
霊
験
あ
ら
た

か
な
日
と
さ
れ
「
願
い
事
が
ま
ま
に
叶
う
」

と
古
来
よ
り
伝
わ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
ご
本
殿
の
お
屋
根
替
え
に
よ
り

本
殿
の
廻
り
を
歩
く
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
お
屋
根
替
え
の
様
子
を
ご
覧
い
た

だ
き
な
が
ら
神
様
の
間
近
に
て
お
参
り
し
て

日
々
の
感
謝
と
今
後
の
健
康
な
ど
を
お
祈
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
甲
子
祭
の
斎
行

　

四
月
十
六
日
㈭
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

献
茶
祭
は
、
森
町
で
茶
業
を
営
む
方
々

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
『
小
國
神
社
献
茶

会
』
が
摘
み
た
て
の
新
茶
を
ご
神
前
に
お

供
え
し
、
国
家
の
安
泰
と
国
民
の
繁
栄
、

そ
し
て
茶
業
の
振
興
を
お
祈
り
す
る
た
め

毎
年
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
煎
茶
道 

静
風
流 

守
本
湖
堂

様
・
天
野
智
堂
様
に
お
点
前
の
ご
奉
仕
を

い
た
だ
き
、
森
町
茶
商
組
合
組
合
長
の
松

浦
芳
雄
様
を
始
め
、
森
町
長
太
田
康
雄
様

な
ど
、
ご
関
係
の
皆
様
の
ご
参
列
を
賜
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、

お
茶
（
特
に
冷
茶
）
に
含
ま
れ
る
エ
ピ
ガ

ロ
カ
テ
キ
ン
ガ
レ
ー
ト
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
効
果
的
に
不
活
化
す
る
作
用
が

期
待
で
き
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

献
茶
祭
の
斎
行

　

五
月
五
日
㈬
午
前
十
一
時
よ
り
端
午
祭
を
斎

行
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
神
前
に
は
、
柏
餅
や
菖
蒲
湯
用
の
菖
蒲
な

ど
を
お
供
え
し
、
約
四
十
組
の
ご
家
族
が
参
列

さ
れ
る
中
、
お
子
様
の
健
や
か
な
る
ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

端
午
の
節
句
は
「
菖
蒲
の
節
句
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
菖
蒲
に
は
、
古
来
よ
り
健
康
を
保
ち

邪
気
を
祓
う
力
が
あ
る
と
信
仰
さ
れ
て
お
り
、

家
の
軒
に
菖
蒲
を
飾
っ
て
邪
気
を
祓
う
と
い
う

風
習
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
端
午
の
節
句
は
、
古
来
よ
り
宮
中
で

行
わ
れ
て
い
た
行
事
で
あ
り
男
の
子
の
成
長
を

祝
い
健
康
を
祈
る
も
の
で
し
た
が
、
江
戸
時
代

頃
に
は
民
間
に
も
広
が
り
、
現
在
の
よ
う
な
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
お
祭
り
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

端
午
祭
の
斎
行

　

五
月
六
日
㈭
午
前
十
一
時
よ
り
、
本
宮
山

青
葉
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
宮
山
は
、
当
社
の
ご
祭
神
「
大
己
貴

命
」
が
天
降
ら
れ
た
地
と
さ
れ
、
標
高
五
一

一
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
は
ご
祭
神
の
荒
魂
を

祀
る
奥
磐
戸
神
社
が
鎮
ま
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
社
殿
を
清
々
し
い
薫
り
の
黒
文

字
の
木
で
飾
り
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
列
の

も
と
、
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
、
国
の
隆
昌

と
地
域
の
平
安
、
氏
子
崇
敬
者
の
安
泰
、
そ

し
て
感
染
症
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
月
六
日
の
十
時
頃
か
ら
月
次
祭

（
国
と
地
域
の
平
安
と
、
氏
子
崇
敬
者
の
安

泰
を
祈
る
お
祭
り
）
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
列
が
出
来
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
登
拝
下
さ
い
。

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

14
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御田植え神事▲二宮金次郎翁石像除幕式▲シタール奉納演奏▲

浜松市立高等学校箏曲部の皆様による奉納演奏▼徳嵩よし江様によるキルトアート作品の奉納▼写典をする皆様▼

宮
代
神
饌
田　

御
田
植
祭
斎
行

　

五
月
二
十
三
日
㈰
午
前
十
一
時
よ
り
、
宮
代
神
饌
田
御
田
植
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
衆
議
院
議
員
宮
澤
博
行
様
を
始
め
、

県
議
会
議
員
伊
藤
和
子
様
な
ど
多
数
の
皆
様
の
ご
参
列
を
い
た
だ

き
、
江
戸
時
代
の
文
献
「
延
宝
の
記
録
」
を
も
と
に
再
現
し
た
神

饌
物
を
お
供
え
し
、
祭
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
感
染
症
の
感
染
防
止
を
考
慮
し
民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事
公

開
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
奉
耕
者
の
内
山
博
文
様
や
氏

子
青
年
会
会
長
の
成
瀬
満
雅
様
、
副
会
長
内
山
智
昭
様
の
ご
奉
仕

に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
も
無
事
に
お
田
植
え
神
事
を
執
り
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二
宮
金
次
郎
翁
石
像
の
奉
納

　

三
月
十
八
日
㈭
午
前
十
時
よ
り
、
公
益
社
団
法
人　

大
日
本
報

徳
社
社
長　

鷲
山
恭
彦
様
を
始
め
責
任
役
員
の
皆
様
の
ご
参
列
を

い
た
だ
き
、
二
宮
金
次
郎
翁
石
像
の
除
幕
式
（
清
祓
式
）
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
石
像
は
、
当
社
の
崇
敬
者
で
有
限
会
社
一
十
園
社
長

小
林
健
様
の
ご
厚
志
に
よ
り
、
門
前
太
鼓
橋
の
東
側
に
ご
奉
納
賜

り
、
報
徳
の
教
え
を
後
世
ま
で
伝
え
る
べ
く
「
敬
神
崇
祖
」
の
石

碑
と
対
に
な
る
よ
う
な
形
で
建
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
宮
尊
徳
（
一
七
八
七
〜
一
八
五
六
）
は
経
済
と
道
徳
の
融
和

を
訴
え
、
私
利
私
欲
に
走
る
の
で
は
な
く
社
会
に
貢
献
す
れ
ば
、

い
ず
れ
自
ら
に
還
元
さ
れ
る
と
説
く
報
徳
思
想
を
広
め
、
江
戸
時

代
末
期
ま
で
に
沢
山
の
村
々
で
財
政
再
建
や
農
村
復
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
を
代
表
す
る
経
営
者
達
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え

た
人
物
で
す
。

加
藤
貞
壽
様
に
よ
る
シ
タ
�
ル
の
奉
納
演
奏

　

三
月
二
十
七
日
㈯
拝
殿
前
の
舞
殿
に
お
き
ま
し
て
、
シ
タ
ー
ル
演

奏
家
の
加
藤
貞
壽
さ
ん
に
よ
り
ま
す
「
シ
タ
ー
ル
奉
納
演
奏
」
〜
み

も
ろ
に
捧
ぐ
シ
タ
ー
ル
の
響
き
〜
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
シ
タ
ー

ル
と
は
、
今
か
ら
約
七
百
年
前
の
古
代
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
弦
楽
器

で
す
。

　

芸
術
や
学
問
の
女
神
サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
（
日
本
で
は
弁
財
天
と
さ
れ

る
）
が
奏
で
る
楽
器
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
瓢

箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
を
く
り
抜
き
作
ら
れ
て
お
り
、
人
間
の
可
聴
域

を
超
え
る
高
周
波
倍
音
成
分
を
多
く
含
ん
だ
、
神
秘
的
な
響
き
が
特

徴
で
す
。

　

大
神
様
も
異
国
の
美
し
い
音
色
に
、
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

﹁
写
典
と
日
本
茶
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験
﹂
開
催

　

五
月
一
日
㈯
当
社
研
修
室
に
お
き
ま
し
て
、
ド
リ
ッ
プ
式
の
茶
器

「
刻
音
（
と
き
ね
）
」
で
淹
れ
た
日
本
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
祓
詞
を

浄
書
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験
の
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
気
を
散
ら
す
様
々
な
思
い
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
身
体
の
五
感
に
意
識
を
集
中
さ
せ
、
「
今
（
瞬
間
）

の
気
持
ち
」「
今
あ
る
身
体
の
状
況
」
と
い
っ
た
現
実
を
あ
る
が
ま

ま
に
感
じ
取
り
受
け
入
れ
る
心
を
育
む
練
習
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
道
で
も
同
じ
よ
う
な
思
想
で
「
中
今
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
時
間
の
な
か
で
、
現
在
と
い
う

時
間
を
最
も
価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
も
の
で
す
。
今
の
こ
の

一
刻
一
瞬
を
大
切
に
、
精
一
杯
充
実
し
た
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

今
回
の
催
し
は
、
心
塞
ぎ
が
ち
な
現
在
の
状
況
の
中
で
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
く
し
て
心
と
身
体
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う

試
み
と
な
り
ま
す
。
体
験
終
了
後
、
参
加
者
の
皆
様
は
と
て
も
穏
や

か
な
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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　月次祭は、毎月欠かさずに行われ、神職
が日本国、また地域の平安と、氏子崇敬者
の安泰を祈ります。月参りともいわれ、こ
の日にお参りするとご加護が受けられると
もいわれています。
　事前申込みなどは必要ありません。どな
たでもご参列できます。ご参列の際は、祈
祷受付にてお声かけください。

宮川の紅葉宮川の紅葉

8月～  12月

師走大祓式

　12月31日㈮午後3時より、師走
大祓式を斎行いたします。下半期
の罪穢れをお祓いし、清々しく新
たな年を迎えることができます。
どなたでもご参列ができますので、
ご家族皆様でご参列下さい。

疫　神　齋
えき　　　　　 じん　　　　　 さい

しわす　　　おお　 はらい　 しき

　11月19日㈮午後4時より、疫神
齋を斎行いたします。この祭典は、
当社に古くより伝わる特殊神事の
一つです。既に300年以上前の当
社の古記録『延宝の記録』にも記
載があり、疫病退散の祭祀です。

月次祭ご参列のご案内
日時：毎月1日・18日10時より（約30分程度）

場所：小國神社拝殿

つきなみさい

12月 師走
しわす

月次祭
紅葉祭
一宮祖霊社月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
鎮火祭
月次祭
滝宮例祭
初穂献納祭
煤佛祭
大祓式・除夜祭

（午前10時）
（午前11時）
（午前11時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午後 3時）予定
（午前10時）
（午前11時）
（午前11時30分）
（午後 1時）
（午後 3時）

11月 霜月
しもつき

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午後 7時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午後 4時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）

月次祭
一宮祖霊社月次祭
明治祭
本宮山月次祭
大骨董蚤の市
山神社例祭
本殿遷座祭
本殿遷座奉幣祭
甲子祭
七五三祝祭
月次祭・稲祭
疫神齋
地鎮祭
新嘗祭
奉納農産物感謝祭
もみじまつり

1日
1日
3日
6日
6日
7日
10日
11日
12日
15日
18日
19日
21日
23日
23日
28日

1日
1日
1日
4日
6日
11日
18日
18日
18日
25日
31日
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8月～  

秋季皇霊祭遙拝式

　9月23日㈭、宮中では歴代の天
皇・皇后・皇親の霊を祀る祖霊祭
『秋季皇霊祭』が厳かに行なわれ
ます。当社では、同日に皇居内の
皇霊殿の方角に向いて拝礼し、皇
室の弥栄と国の安寧を祈ります。

しゅう　  き　　 こう　  れい　  さい　  よう　　はい　　しき

9月 長月
ながつき

月次祭
一宮祖霊社月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
甲子祭
月次祭
秋季皇霊祭遙拝式
一宮祖霊社秋季祭

（午前10時）
（午前11時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時30分）

1日
1日
4日
6日
13日
18日
23日
23日

10月 神無月
かんなづき

月次祭
宮代神饌田抜穂祭
一宮祖霊社月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
白鬚神社例祭
神嘗奉祝祭
神嘗祭遙拝式
月次祭
福神像頒布式

（午前10時）
（午前11時）
（午前11時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午後 3時）

（午前10時）

（午前10時）

1日
1日
1日
2日
6日
9日
17日

18日

新　嘗　祭

　11月23日㈫10時より、大神様
へ1年の収穫と諸産業発展の感謝
を申し上げる新嘗祭を斎行し、奉
納農産物感謝祭や篤志奉納者への
感謝状の贈呈式も執り行います。
年間の祭典の中でも最も重要な祭
祀の一つです。

にい　　　　　 なめ　　　　　 さい

8月 葉月
はづき

月次祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
大骨董蚤の市
月次祭

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）

1日
1日
6日
7日
18日

　早朝から、多くの店舗が軒を連ねます。
陶器や古着、アンティーク品など多種多様
な骨董品が出品されます。
　貴重な銘品も隠れていそうです。お店を
覗きながら、骨董商との会話を楽しんでみ
てはいかがでしょうか。

大骨董蚤の市のご案内!!
～隠れた銘品を探して…～

8月7日㈯・9月4日㈯・10月2日㈯・11月6日㈯
12月4日㈯の日の出より午後３時頃まで

小國神社第５駐車場で開催!!
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小
國
神
社
で
は
、
令
和
の
御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
天
皇
陛
下
御
即

位
記
念
『
令
和
の
お
屋
根
替
え
』
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜

を
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
社
の
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
日
本
唯
一
の
伝
統
技
法
「
檜

皮
葺
」（
檜
の
皮
で
屋
根
を
葺
く
技
法
）
で
葺
か
れ
た
屋
根
で
す
。
古
来

よ
り
、
そ
の
造
形
の
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い
に
代
表
さ
れ
る
繊
細
な
優

美
さ
は
、
日
本
の
風
土
と
調
和
し
て
き
ま
し
た
。
古
典
文
学
「
枕
草
子
」

に
は
、『
雪
は
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た

る
ほ
ど
。…

』
と
綴
ら
れ
、
白
雪
と
檜
皮
の
屋
根
が
織
り
な
す
色
の
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
風
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
材

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
喜
び
讃
え
、
清
ら
か
な
状
態
を
大
切
に
し
て
き
た

私
た
ち
の
祖
先
が
造
り
だ
し
た
「
日
本
の
美
」
で
あ
り
、
古
よ
り
変
わ
る

こ
と
の
な
い
神
様
へ
の
「
祈
り
」
が
、
そ
の
「
技
」
と
「
美
」
を
護
り
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
古
い
も
の

で
は
六
十
余
年
、
新
し
い
も
の
で
も
四
十
余
年
の
月
日
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
檜
皮
を
使
っ
た
お
屋
根
は
た
び
た
び
補
修
を
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
き
、
葺
き
替
え
工
事
に
着
手
す
る
べ
き
と

判
断
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
、
大
己
貴
命
が
鎮
ま
る
御
本
殿
を
は
じ
め
社

殿
の
常
若
（
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
こ
と
）
に
努
め
、
先
人
が
護
り

伝
え
て
き
た
、「
祈
り
の
精
神
文
化
」
と
貴
重
な
「
伝
統
技
術
」
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
一
層
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
け
ま
す
よ
う
、
本
事
業

を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遠
江
国
一
宮　

小
國
神
社　
　
　
　

宮
司　

打
田　

文
博

　
　
　
　
　
　

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会　
　
　
　
　

会
長　

鈴
木　
　

覺

　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
事
業
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
財
委
員
会
委
員
長　

亀
山　

鋹
男

ご
奉
賛
の
お
願
い

み　

よ　

が

や　

ね　

が

わ
だ
ぶ
き

ひ
の
き

ひ
わ
だ

ひ
わ
だ

さ
い  

じ
ん

と
こ  

わ
か

ひ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

ね

や

が

令
和
の

お
屋
根
替
え

次
世
代
へ
繋
ぐ　

祈
り
・
技
・
美

天
皇
陛
下

御
即
位
記
念

OK
UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJAOK

UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJA

社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

第１期工事　令和2年1月14日～  3月31日：真名井（完工）
　　　　　　令和2年2月12日～10月20日：神徳殿・渡り殿（完工）
第２期工事　令和3年1月19日～10月30日：御本殿（着工）
　　　　　　令和4年2月12日～  5月30日：並宮
第３期工事　令和4年4月20日～12月10日：拝殿
　　　　　　令和5年2月12日～10月30日：中門、幣殿

工期日程

お屋根替えにともなう主な文化事業
（葺き替え工事現場見学会）
屋根葺き替え作業の様子を一般公開いたします。
日程、お申し込み方法は、改めてお知らせいたします。

○お問い合わせ先：小國神社崇敬奉賛会事務局
〒437-0226　静岡県森町一宮3956-1
電話：0538-89-7302
Email  oyanegae@okunijinja.or.jp
「令和のお屋根替え」～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～
公式WEBサイト　okunijinja.or.jp/oyanegae/

奉
賛
金
に
つ
い
て

ご寄付に関する詳しいお問い合わせは、
小國神社崇敬奉賛会事務局までお願いいたします。

御本殿
●
御本殿
● ●並宮●並宮

真名井●真名井●幣殿
●
幣殿
●

神徳殿●神徳殿●

●渡り殿●渡り殿拝殿
●
拝殿
●

修
復
を
必
要
と
す
る
檜
皮
葺
屋
根

募財期間：令和元年  8月 1日から
　　　　　令和５年10月30日まで
総 予 算：3億5,000万円

▶
永
い
年
月
に
亘
っ
て
雨
風
に
晒
さ
れ
た
屋
根
は
、
損
傷
や
経
年
劣
化
、

　
植
物
の
侵
食
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
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た
し
応
適
に
土
風
の
本
日
と
美
形
造
な
雅
優

法
技
統
伝
の
」
美
と
用
「

檜
「法
技
統
伝
の
来
古
本
日、
は
根
屋
お
の
社
神
國
小
　

た
れ
か
葺
で
）
法
技
く
葺
を
根
屋
で
皮
の
檜
（」
葺
皮

。
す
で
根
屋

に
築
建
級
上
は
で
代
時
良
奈
、
り
ま
広
に
代
時
鳥
飛
　

工
根
屋
い
高
の
式
格
も
最
は
に
代
時
安
平
、
れ
ら
い
用

。
た
し
ま
れ
ら
い
用
に
ど
な
築
建
社
神
、
り
な
と
法

け
だ
皮
く
な
と
こ
る
す
採
伐
を
檜
の
上
以
年
百
齢
樹
　

る
も
ま
を
社
御
ら
か
風
雨
の
上
以
年
十
三
、
は
根
屋
葺

国
、
た
え
揃
ね
兼
を
美
線
曲
い
し
美
で
細
繊
と
性
能
機

も
て
し
と
産
資
化
文
の
有
特
本
日
い
な
見
を
例
は
に
外

。
す
ま
い
て
れ
さ
知
認

葺
皮
檜ひ 

わ 

だ

ぶ 

き

大正4年創業。兵庫県丹波市で100余年の
歴史をもつ。日本古来の技法で、国の選定
保存技術に指定されている檜皮葺・杮葺の
職人技術をもち、国内の国宝・重要文化財
等社寺仏閣の屋根を葺く。
創業年に「遠江国一宮 小國神社 檜皮葺屋
根の葺替え」を施工した記録が残る。

ね

や

が

令
和
の
お
屋
根
替
え

綴皮工程の動画が
ご覧頂けます。檜皮を整える村上社寺工芸社の職人達

20～30 本程の竹釘を口に含み、舌を使って一本ずつ口から釘を出
します。金槌を握る手で釘を掴み、屋根金槌の「伏金」と呼ばれ
る部分で檜皮に差込み、金槌で打ち込みます。金槌の格子状の溝
により竹釘の頭が潰れ、抜けない形状で完全に打ち込まれます。

片手釘打の動画が
ご覧頂けます。

職人の技【 片手で竹釘を打つ 】

進
捗
状
況

▲階隠　箱棟の設置 ▲御本殿　蛇腹板の取付 ▲御本殿　檜皮軒付け作業

葺き替えが完工した神徳殿葺き替えが完工した神徳殿

のき づじゃ ばら いたかいかくし

現
在
、
御
本
殿
の
お
屋
根
替

え
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

（
令
和
三
年
六
月
現
在
）

創業当時の記録

介
紹
人
職
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天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

令
和
の
お
屋
根
替
え

令
和
の
お
屋
根
替
え

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 

祈
り
・
技
・
美 

〜

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 

祈
り
・
技
・
美 

〜

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

●
壱
百
萬
円
以
上

　

㈲
静
岡
木
工

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

杉
本
か
づ
行

　

杭
迫　

柏
樹

　

寒
川
神
社

　
　

宮
司　

利
根
康
教

　

株
式
会
社　

久
米
吉

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

倉
島　

正
三

　

藤
枝
市

　
　
　
　

伊
藤　
　

明

●
五
拾
萬
円
以
上

　

offi
ce Y

K

　
　
　
　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

鈴
木　
　

子

　

大
沼
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

大
沼　

賢
吾

　

正
光
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

星
島　

泰
周

●
参
拾
萬
以
上

　

㈱
丸
井
紙
店

　

代
表
取
締
役
社
長 

　
　
　
　

有
泉　

誠
一

　

松
尾　

正
樹

　

天
宮
神
社

●
弐
拾
萬
円
以
上

　

山
下　

忠
昭

●
壱
拾
萬
円
以
上

　

朝
比
奈　

篤

　

毛
利　

正
雄

　

根
本　

臣
悟

　

山
下　

德
計

　

新
貝
加
代
子

　

堀
井　
　

弘

　

朝
比
奈
輝
男

　

有
限
会
社

　
　

ヤ
マ
ニ
シ
建
築

　
　
　
　

西
尾　

安
彦

　

株
式
会
社
鈴
木
建
装

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

鈴
木　

清
次

　

サ
ガ
ラ
眼
下

　
　
　
　

上
村
健
太
郎

　

白
川　

方
明

●
五
萬
円
以
上

　

村
松　

瑞
香

　

藤
田　

勝
凱

　

西
尾　

貞
雄

　

髙
木　

清
浩

　

渥
美
多
加
至

　

村
松　

岩
夫

　

藤
田　

宏
昭

　

朝
比
奈
只
一

　

松
村　

桂
市

●
壱
萬
円
以
上

　

山
岸
志
恵
子

　

加
藤　

惇
彦

　

岩
崎　

秀
男

　

関
根　
　

亘

　

野
口　

将
英

　

水
野　

秀
二

　

藤
田　

政
男

　

鈴
木　

幸
男

　

朝
比
奈
克
治

　

藤
田　

詔
利

　

朝
比
奈
均
至

　

林　
　
　

豊

　

朝
比
奈　

昇

　

朝
比
奈
秀
繁

　

鈴
木　

康
義

　

新
貝　

康
夫

　

天
野
智
加
志

　

金
原　

光
春

　

藤
田　

富
江

　

宮
田　

由
美

　

浅
間
大
社
伶
人
会

　

榊
原
豊
大
郎

　

野
中　
　

昂

　

小
野　

清
廣

　

鈴
木
す
み
ゑ

　

天
野
大
易
慈

　

市
川　

富
江

　

加
藤　

知
宏

　

阿
形　
　

真

　

鈴
木　

紀
子

　

小
杉　
　

達

　

牧
野
百
里
子

　

河
野　

久
子

　

尾
藤　
　

守

　

尾
藤　

則
子

　

中
村　

康
好

　

岩
田　

賢
治

　

岡
崎　

敬
之

　

佐
藤　

敬
子

　

奥
宮　

良
治

●
金
一
封

　

毒
島
早
也
人

　

大
場　
　

敏

　

磯
﨑　

保
美

　

齋
藤　

正
男

　

番
匠
千
佳
子

　

小
林　

悦
夫

　

佐
野
東
海
江

　

曽
根　
　

叡

　

伊
藤
弥
寿
子

　

小
松　

美
智

　

鈴
木　

美
輪

　

望
月
ふ
じ
美

　

大
井　

里
美

　

西
久
保
好
生

　

金
原　

宏
美

　

小
口　

勇
樹

　

米
村　

裕
香

　

橋
岡　

俊
樹

　

生
熊　

伸
羊

　

梅
谷　

煌
大

　

髙
安
冨
美
子

　

鈴
木
有
紀
子

　

大
森　

一
樹

　

中
田　

俊
史

　

栂　

美
貴
子

　

手
打
そ
ば　

築　

　
　
　

牧
野　
　

築

　

萩
田　

直
記

　

田
口　
　

悟

　

田
口　

惠
子

　

田
口
美
由
紀

　

田
口
由
紀
子

　

萩
田　

文
子

　

近
藤　

俊
明

　

加
藤　

邦
明

　

森　
　

光
司

　

家
田　

文
子

　

明
日
の
神
話
を

　
　
　
　

生
き
る
会

　
　
　

山
田　

祥
年

　

曽
根　

敏
之

　

水
口　

智
統

　

鈴
木　

辰
明

　

髙
宮　

朝
昭

　

髙
宮
真
由
美

※令和3年3月1日～令和3年5月31日迄（順不同・敬称略）

　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
支
援
、
ご
奉
賛

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

現
在
、
真
名
井
及
び
神
徳
殿
（
祈
祷
殿
）
の
葺
き
替
え
工
事
が
完
工

し
、
御
本
殿
の
工
事
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

　

ご
奉
納
頂
い
た
ご
浄
財
は
造
営
資
金
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
更
な
る
ご
神
徳
の
発
揚
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
変
わ
ら
な
い
ご
崇
敬
を
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
改
め
ま
し
て
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　

様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　

当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　

お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

令
和
三
年
三
月
一
日
㈪
〜

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
㈪

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

●お清めの塩のお話●

　お清めに塩を用いることは、我が国の宗教的な習
慣であり、海水を意味する「潮」とも通じて様々な
風習があります。
　古くは、『古事記』・『日本書紀』に黄泉の国から
戻った伊弉諾尊（いざなぎのみこと）が自らの体に
付いた黄泉の国の穢れ（けがれ）を祓うため、海水
で禊祓い（みそぎはらい）を行ったことが記されて
います。
　このことが民間においては、「潮（塩）垢離」
（しおごり）といって海水を浴びて身を清めたり、
海水を沸した「塩湯」（えんとう）が、病気治癒や無

病息災のために用いられるといった風習に繋がって
いきました。これも塩が持っている優れた浄化力や
殺菌力を経験的に知っていたためと考えられます。
　現在、神社のお祭りで行うお祓いでも、塩水でお
清めを行う塩湯が用いられますし、葬儀の際などに
一般的に塩が用いられるのも、こうした信仰に基づ
き非日常と日常を区別する清めの行為を象徴的に
行ったものといえます。
　塩の力によって祓うことは、祖先からいただいた
優れた知恵であり、古来より伝わる日本の伝統文化
です。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト：
小國神社ものがたり
作：たたら なおき

大
場
日
奈
太

川
鈴
木
　
淳

熊
谷
　
駿
希

石
塚
　
ゆ
ら

杉
岡
　
瑠
人

松
本
　
大
和

嶋
　
　
莉
音

浜
松
市

磐
田
市

磐
田
市

浜
松
市

湖
西
市

森
　
町

掛
川
市

尾
関
　
　
涼

赤
堀
　
僚
哉

清
水
　
咲
杜

高
橋
　
大
和

鈴
木
　
瑛
太

笠
松
　
実
生

長
谷
川
航
也

磐
田
市

菊
川
市

浜
松
市

掛
川
市

掛
川
市

浜
松
市

森
　
町

黒
田
　
惟
斗

奥
田
　
吏
花

中
村
　
碧
花

澤
口
　
結
斗

山
﨑
一
千
嘉

菊
川
市

浜
松
市

浜
松
市

袋
井
市

浜
松
市

当社で命名奉告をされた皆様▶



古
来
よ
り
国
境
を
越
え
て
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
遠
州
・
三
河
地
域
。

宗
教
を
越
え
て
、
も
み
じ
で
繋
が
る
緑
鮮
や
か
な
季
節
は
古
社
寺
巡
礼
の
旅
路
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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一
社
三
山

も
み
じ
め
ぐ
り
が
始
ま
り
ま
す

〜
夏
詣
、
青
葉
も
み
じ
〜

　
い
よ
い
よ
、
古
よ
り
遠
州
・
三
河
の
地
で
地
域
の
安
寧
を
祈
っ

て
き
た
一
社
三
山
（
普
門
寺
・
龍
潭
寺
・
尊
永
寺
・
小
國
神
社
）

も
み
じ
が
つ
な
ぐ
、
聖
地
巡
礼
の
旅
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
古
来
よ
り
、
私
た
ち
の
祖
先
は
自
然
の
移
ろ
い
に
心
を
重
ね
、

そ
こ
に
潜
む
霊
性
を
感
じ
取
り
、
神
仏
を
大
切
に
し
て
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
日
本
人
の
麗
し
い
精
神
文
化

の
一
つ
で
す
。

　
不
安
定
で
忙
し
な
い
世
の
中
を
生
き
る
現
代
人
は
、
心
も
体
も

知
ら
な
い
う
ち
に
疲
れ
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
ふ
と
立
ち
止
ま
り
、
神
仏
に
心
静
か
に
祈
り
を
捧
げ
る
時
間
は
、

自
分
を
見
つ
め
な
お
し
、
心
を
整
え
、
豊
か
な
日
々
の
礎
を
作
り

ま
す
。

　
新
緑
か
ら
深
緑
へ
移
ろ
う
、
力
強
い
季
節
。
訪
れ
る
時
間
帯
で

各
社
寺
の
境
内
の
表
情
は
美
し
く
変
わ
り
ま
す
。
一
社
三
山
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
気
に
入
り
の
時
間
帯
を
見
つ
け
て
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

詳細／お問い合わせ
もみじめぐり公式サイトより一社三山のサイトへアクセスできます
お問い合わせは各神社へ直接お願いいたします
●遠江国一宮 小國神社
〒437-0226 静岡県周智郡森町一宮3956-1 TEL.0538-89-7302
●萬松山 龍潭寺
〒431-2212 静岡県浜松市北区引佐町井伊谷1989 TEL.053-542-0480
●法多山 尊永寺
〒437-0032 静岡県袋井市豊沢2777 TEL.0538-43-3601
●船形山 普門寺
〒441-3104 愛知県豊橋市雲谷町ナベ山下7 TEL.0532-41-4500

『もみじめぐり公式サイト』https://www.momijimeguri.com

癒
や
し
の
斎
庭
で
過
ご
す
ひ
と
と
き

癒
や
し
の
斎
庭
で
過
ご
す
ひ
と
と
き
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第十九回　小國神社　写真コンテスト詳しくはこちら

第18回最優秀賞　松浦嘉人 氏 「秋雨の森」第18回最優秀賞　松浦嘉人 氏 「秋雨の森」

作品のご応募について
最優秀賞から

入選まで各賞をご用意

写真展の
開催予定

小國神社休憩所2階研修室
令和3年9月頃開催予定

●皆さん、とても素晴らしい感性をお持ちで
　観ているだけで癒されます。（浜松市）
●野鳥の写真には、心がほっこりさせられました。（森町）
●美しい写真ばかりで感動しました。（袋井市）

●紅葉の写真を見ていると日本の四季の素晴らしさを
　改めて感じました。（藤枝市）
●写真を撮る人の心の美しさが、そのままフレームに
　表れ心を洗われました。（町田市）

〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た
日
本
の
美
し
さ
〞
を

表
現
し
た
〝
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
〞
素
敵
な
作
品
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

　
本
年
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
古
代
の
森
小
國
神
社
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た

日
本
の
美
し
さ
〞
を
表
現
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
一
枚
か
ら
で
も
、
年
齢
や
お
住
ま
い
を
問
わ
ず
誰
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
心
ゆ
く
ま
で
作
品
を
堪
能
で
き
る
写
真
展
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
受
賞
作
品
・
展
示
作
品
、

約
五
十
点
を
選
び
、
展
示
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

●
第
一
部
門
　
境
内
に
咲
く
草
花
・
樹
木
な
ど
の
自
然

●
第
二
部
門
　
祭
事
・
催
物

●
第
三
部
門
　
野
鳥

■
応
募
期
間

　
令
和
三
年
六
月
一
日
〜
七
月
十
日
必
着

■
ご
応
募
の
き
ま
り

 
● 
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
　
四
切
／
ワ
イ
ド
四
切（
フ
チ
な
し
）

 

● 

撮
影
期
間

　
令
和
二
年
七
月
上
旬
〜
令
和
三
年
六
月
下
旬

 

● 

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

※

詳
細
は
当
社
W
E
B
サ
イ
ト
、
当
社
・
県
内
写
真

　
各
店
配
布
の
応
募
用
紙
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【
第
19
回
】

受
賞
作
と
し
て
二
十
作
品
を
選
び
、

表
彰
と
懸
賞
の
お
渡
し
を
し
て
い
ま
す

●
最
優
秀
賞
　
　
　
一
名 

賞
金
五
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
優
秀
賞
　
　
　
三
名 

賞
金
二
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
特
別
賞（
宮
司
賞
）一
名 

賞
金
三
万
円
　
賞
状
　
神
饌
茶

●
入
　
　
選
　
　
十
五
名 

賞
状
　
副
賞
（
一
品
）

写真展に寄せられた皆さまからのご感想



イ
ラ
ス
ト
：

小
國
神
社
明
神
通
り
縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
づ
ち
君
」（
左
上
）「
こ
づ
ち
姫
」（
右
上
）

た
ま
だ
れ
　
第
六
十
二
号
　
令
和
三
年
六
月
二
十
五
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

印
刷
／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

エ
ム・エ
ス・シ
ー

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話 

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X 
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　

玉
垂
六
十
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
の
花
し
ょ
う
ぶ
は
、
温
暖
な
気
候
の

影
響
も
あ
り
常
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
く
開
花

し
ま
し
た
。
早
生
・
中
手
が
ほ
ぼ
同
時
に
咲

き
揃
う
、
と
て
も
美
し
い
景
色
が
ご
覧
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
号
で
は
公
益
社
団
法
人 

大
日

本
報
徳
社
社
長　

鷲
山
恭
彦
様
よ
り
特
別
寄

稿
を
賜
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

二
宮
金
次
郎
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
農
家

に
生
ま
れ
、
少
年
期
は
家
業
を
手
伝
い
な
が

ら
寸
暇
を
惜
し
ん
で
勉
学
に
励
み
、
よ
り
良

い
生
活
を
め
ざ
す
模
範
的
な
少
年
で
し
た
。

大
人
に
な
る
と
農
村
や
藩
の
た
め
に
働
き
、

多
く
の
人
々
を
救
い
ま
す
。
そ
の
「
一
生
懸

命
努
力
す
る
」「
働
く
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
」

な
ど
、
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を

沢
山
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
尊
い

教
え
を
伝
え
る
た
め
修
身
（
現
在
の
道
徳
）

の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
初
期
よ
り
報
徳
の
教
え
を

後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
全
国
の
学
校
に
少
年

時
代
の
二
宮
金
次
郎
像
が
次
々
と
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
報
徳
の
精
神
が
正
し
く
伝
わ
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。｠

編
集
後
記

新型コロナウイルス感染症への取り組み
　当社では、毎朝の日供祭に合わせ新型コロナウイルス感染症鎮静祈願の祝詞を奏上し、1日も早く事態が鎮静化
するように大神様にお祈りするとともに感染拡大防止のため、以下の対策を実施しております。ご不便をお掛け
いたしますが、皆様のご理解ご協力の程をお願い申し上げます。

●発熱や倦怠感、風邪の症状のなどをお感じの方は、症状が改善されるまで
ご参拝をご遠慮いただきますようお願い申し上げます。

境内について

●ご参拝につきましては通常通り参拝ができますが、マスクの着用をお願いいたします。
●参道横の手水舎は柄杓を撤去し、流水にてお清めいただいています。
●拝殿前賽銭箱の鈴緒は撤去させていただいています。
●ソーシャルディスタンスにご協力ください。
●各所に消毒液を設置していますので、ご利用ください。

お札お守りの授与・
ご朱印受付について

●午前9時～午後4時まで、通常通り行っています。
●窓口には、飛沫感染防止のアクリル板を設置しています。

ご祈祷について

●受付時間は、午前9時～午後4時まで通常通りご奉仕しています。
●昇殿人数の制限を行っております。※昇殿とは、ご祈祷のため拝殿に入ることです。
　1家族あたり4名までとさせていただきます（未就学児除、但し席は4席です。）
●受付には、飛沫感染防止のアクリル板を設置しています。
●拝殿内及び祈祷者控室内は、除菌噴霧を行い室内換気も行っています。
●ご祈祷中は、マスクの着用をお願いいたします。（未就学児除）
●玉串による拝礼は、ご遠慮いただいております。

神社職員の
対応

●職員は出社前の検温を実施し、手洗いうがいを徹底しています。
●社務所内に消毒液を設置し、定期的に消毒をしています。
●全職員マスク着用にて社務を実施しています。

その他

◇ 

辞
令
交
付 

◇

巫
女
見
習
い

原
　
　
有
香

巫
女
を
命
ず
る

（
令
和
三
年
五
月
一
日
）

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▶
縄
巻
修
巳
様（
尺
八
）・
越
智
魔
子
様

　
（
篠
笛
）に
よ
る
奉
納
演
奏


